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は
じ
め
に

　

貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
春
、
京
都
の
名
太
夫
宇
治
加
賀
掾
が
大
坂
の
道
頓
堀
に
下
り
、
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
っ
た
新
進
の
太
夫
竹
本
義

太
夫
に
競
演
を
挑
ん
だ

（
１
）

。
『
出
世
景
清
』
は
、
そ
の
競
演
の
際
、当
時
、浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
歩
み
始
め
た
近
松
門
左
衛
門
（
承
応
二
［
一
六
五
三
］

～
享
保
九
年
［
一
七
二
四
］
、
当
時
三
十
三
歳
）
が
、
義
太
夫
に
初
め
て
提
供
し
た
時
代
浄
瑠
璃
（
全
五
段
）
で
あ
る
。
一
方
、
宇
治
加
賀
掾
に
は
、

当
時
俳
諧
師
と
し
て
、
ま
た
浮
世
草
子
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
井
原
西
鶴
（
寛
永
十
九
［
一
六
四
二
］
～
元
禄
六
年
［
一
六
九
三
］
、
当
時

四
十
四
歳
）
が
、
浄
瑠
璃
『
凱
陣
八
島
』
を
提
供
し
た
。
『
出
世
景
清
』
と
『
凱
陣
八
島
』
は
、
と
も
に
、
貞
享
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
奈
良

東
大
寺
再
興
の
勧
進
を
当
て
込
ん
だ
浄
瑠
璃
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
2
（

。

　
『
出
世
景
清
』
は
、中
世
芸
能
で
あ
る
謡
曲
『
大
仏
供
養
』・
幸
若
舞
曲
『
景
清
』
、近
世
の
古
浄
瑠
璃
『
か
げ
き
よ
』（
寛
文
十
一
年
［
一
六
七
一
］

刊
）
な
ど
を
先
行
作
と
し
、
源
頼
朝
へ
の
復
讐
を
企
て
よ
う
と
す
る
、
平
家
の
残
党
悪
七
兵
衛
景
清
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
を
描
い
て
い
る
。
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本
作
の
第
四
段
に
、
景
清
の
妻
で
あ
る
清
水
坂
の
遊
女
阿
古
屋
が
、
今
一
人
の
景
清
の
妻
、
熱
田
の
大
宮
司
の
娘
で
あ
る
小
野
姫
へ
の

嫉
妬
か
ら
、結
果
的
に
景
清
の
本
望
を
阻
む
こ
と
に
な
り
、景
清
と
の
間
の
二
児
を
道
連
れ
に
し
て
自
害
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
場
面
に
、

明
治
以
来
注
目
が
集
ま
り
、
上
記
の
先
行
作
か
ら
の
近
松
の
換
骨
奪
胎
の
手
腕
や
、
そ
の
悲
劇
性
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
き
た

）
3
（

。

　

一
方
、
第
四
段
だ
け
で
な
く
、
『
出
世
景
清
』
の
各
段
に
、
当
時
の
観
客
を
喜
ば
せ
る
見
せ
場
が
配
さ
れ
て
い
る
と
見
る
立
場
か
ら
、
そ

の
各
段
の
見
せ
場
が
ど
の
よ
う
に
創
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
す
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る

）
4
（

。
ま
た
、
『
出
世
景
清
』
は

明
治
以
来
注
目
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
た
め
、
注
釈
書
類
も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
（
第
二
節
参
照
）
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
出
世
景
清
』
に
つ
い
て
は
、
近
松
作
品
の
中
で
は
、
比
較
的
、
研
究
が
充
実
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
段
の
見
せ
場
の
創
作
に
お
け
る
近
松
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
そ
の
工
夫
の
解
明
の
た
め
に
は
、
今
一
度
、『
出

世
景
清
』
の
本
文
を
子
細
に
注
釈
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
『
出
世
景
清
』
第
二
段
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
に

見
え
る
文
辞
の
注
釈
を
再
考
し
、
そ
こ
に
凝
ら
さ
れ
た
近
松
の
工
夫
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
、
双
六
盤
を
持
っ
た
景
清
の
奮
戦
場
面

　
『
出
世
景
清
』
第
二
段
「
阿
古
屋
住
家
の
場
」
で
は
、
東
大
寺
大
仏
殿
で
の
頼
朝
暗
殺
に
失
敗
し
た
（
初
段
）
景
清
が
、
二
人
の
子
を
な

し
た
清
水
坂
の
遊
女
阿
古
屋
の
家
を
、
三
年
ぶ
り
に
訪
れ
る
。
景
清
は
、
阿
古
屋
や
子
ど
も
達
と
の
再
会
を
喜
び
、
翌
日
、
長
年
信
仰
し

て
い
る
清
水
寺
の
観
音
参
詣
の
た
め
、
清
水
寺
轟
坊
で
の
七
夜
の
通
夜
に
向
か
う
。

　

景
清
留
守
の
折
、
阿
古
屋
の
兄
伊
庭
十
蔵
が
阿
古
屋
を
訪
ね
、
景
清
を
六
波
羅
に
訴
人
す
る
よ
う
唆
す
が
、
阿
古
屋
は
拒
絶
し
、
兄
を

止
め
よ
う
と
す
る
。
そ
の
最
中
に
、
景
清
の
今
一
人
の
妻
で
あ
る
、
熱
田
の
大
宮
司
の
娘
小
野
姫
か
ら
手
紙
が
届
き
、
阿
古
屋
は
、
小
野

姫
の
手
紙
の
中
に
阿
古
屋
を
遊
女
と
貶
め
る
文
言
を
見
出
し
、
嫉
妬
に
怒
り
、
恨
み
嘆
く
。
阿
古
屋
が
景
清
へ
の
恨
み
か
ら
、
訴
人
を
迷
っ
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て
い
る
間
に
、
十
蔵
は
六
波
羅
へ
訴
人
に
走
る
。

　

や
が
て
、
十
蔵
が
先
導
し
、
江
間
の
小
四
郎
が
五
百
余
騎
を
率
い
て
、
景
清
の
籠
も
る
清
水
寺
の
轟
坊
に
押
し
寄
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
が
、
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
で
あ
る
。

　

次
に
、
当
該
局
面
の
本
文
を
引
用
す
る
。
な
お
、
便
宜
上
、
引
用
文
に
（
1
）
（
2
）
と
付
し
、
以
下
の
考
察
で
取
り
上
げ
る
文
辞
に
傍

線
と
丸
番
号
を
付
す
（
以
下
、
引
用
文
の
傍
線
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
）
。

 

（
1
） 

か
く
と
は
し
ら
で
。
景
清
は
清
水
寺
に
参
籠
し
。
轟
の
御
坊
に
通
夜
申
。
同
宿
達
に

①双
六
打
た
せ
じ
よ
ご
ん
し
て
こ
そ
ゐ
ら
れ
け

れ
）
5
（

。

 

（
中
略
。
江
間
の
小
四
郎
率
い
る
五
百
余
騎
に
対
し
、
景
清
が
奮
戦
し
、
清
水
寺
の
法
師
達
も
加
勢
す
る
。
景
清
は
、
「
こ
れ
以
上
、
清
水
寺
を
血
で
汚

さ
ぬ
よ
う
、
十
蔵
と
阿
古
屋
兄
妹
が
出
て
来
て
自
分
を
搦
め
取
れ
」
と
わ
め
く
。
す
る
と
）

 

（
2
） 

十
蔵
が
下
人

②二
三
太
と
言
ふ
曲
者
分
別
も
な
く
飛
ん
で
か
ゝ
る
。
景
清
に
つ
こ
と
打
笑
ひ
そ
ば
に
あ
り
け
る
双
六
盤
。
片
手
に
取

て
投
げ
つ
く
れ
ば
二
三
太
が
真
向
に
。
響
き
わ
た
つ
て
は
つ
し
と
当
た
れ
ば
首
は

③ど
う
に
ぞ
に
え
こ
み
け
る
。
「
ヲ
ヽ

④で
つ
く
共
せ

ぬ
⑤で

つ
ち
め
が
手
柄

⑥し
さ
う
に
見
え
け
れ
ど
も
。

⑦ぐ
し
〳
〵
と
成
け
る
は
誠
に

⑧ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
と
た
は
ふ
れ
て
立
所
を
。

十
蔵
続
い
て

⑨切
つ
て
か
ゝ
る

）
6
（

　

清
水
寺
の
轟
坊
に
て
同
宿
達
（
同
じ
宿
坊
の
法
師
達
）
に
双
六
を
打
た
せ
て
助
言
を
し
て
い
た
景
清
は
、
江
間
小
四
郎
率
い
る
軍
勢
に
対
し

奮
戦
し
、
襲
い
か
か
っ
て
き
た
十
蔵
の
下
人
二
三
太
の
額
の
真
中
に
双
六
盤
を
投
げ
付
け
、
一
撃
の
も
と
に
倒
し
て
い
る
。

　

先
行
作
で
あ
る
幸
若
『
景
清
』
上
巻
・
古
浄
瑠
璃
『
か
げ
き
よ
』
第
二
～
第
四
で
は
、
景
清
の
長
年
の
妻
で
あ
る
、
清
水
坂
の
遊
君
阿

古
王
御
前
の
裏
切
り
で
、
阿
古
王
宅
で
休
息
し
て
い
た
景
清
を
、
三
百
騎
の
六
波
羅
勢
が
襲
撃
し
、
景
清
が
単
身
で
奮
戦
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
清
水
寺
轟
坊
で
の
双
六
盤
を
持
っ
て
の
景
清
の
奮
戦
や
、
清
水
寺
の
法
師
達
の
参
戦
は
、
『
出
世
景
清
』
に
お
け
る
近
松
の
脚
色
と
い



4

え
る
。

　

こ
の
脚
色
の
内
、
双
六
盤
を
持
っ
て
の
景
清
の
奮
戦
に
つ
い
て
は
、
信
多
純
一
の
指
摘

）
7
（

以
来
、
古
浄
瑠
璃
『
碁
盤
忠
信
』
（
延
宝
四
年

［
一
六
七
六
］
四
月
刊　

大
夫
不
明
）
第
二
の
趣
向
を
踏
襲
し
て
、
見
せ
場
を
創
り
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

古
浄
瑠
璃
『
碁
盤
忠
信
』
第
二
で
は
、
恋
人
で
あ
っ
た
遊
女
力
寿
の
裏
切
り
に
よ
り
、
六
波
羅
の
襲
撃
を
受
け
た
佐
藤
忠
信
が
、
力
寿

宅
で
う
た
た
寝
の
枕
に
し
て
い
た
碁
盤
を
持
っ
て
奮
戦
す
る
。
忠
信
は
、
力
寿
に
酒
を
飲
ま
さ
れ
、
酔
い
つ
ぶ
れ
た
上
に
、
太
刀
な
ど
も

力
寿
に
奪
わ
れ
て
い
た
。
当
該
場
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
尺
余
り
の
大
の
を
の
こ
黒
糸
縅
の
鎧
を
着
、
寸
の
伸
び
た
る
大
太
刀
を
真
向
に
差
し
か
ざ
し
「
忠
信
が
事
な
ら
ば
某
一
人
に
任
せ

ら
れ
候
へ
」
と
て
、
を
め
き
叫
ん
で
か
ゝ
り
け
る
。
忠
信
こ
の
由
見
る
よ
り
も
「
こ
は
何
と
か
せ
ん
」
と
思
ひ
つ
ゝ
、
辺
り
を
き
つ

と
見
て
あ
れ
ば
枕
に
し
た
る
碁
盤
あ
り
。
「
あ
つ
は
れ
こ
れ
こ
そ
忠
信
が
最
後
の
太
刀
よ
」
と
喜
び
て
、
碁
盤
お
つ
取
り
差
し
か
ざ
し

寄
せ
来
る
敵
を
待
ち
か
く
る
。
こ
れ
を
ば
知
ら
で
か
の
男
が
高
名
顔
に
て
か
か
り
し
を
、
忠
信
き
つ
と
見
て
「
心
得
た
り
」
と
言
ふ

ま
ま
に
持
つ
て
開
い
て
て
う
ど
打
つ
て
は
、
か
う
べ
微
塵
に
打
ち
砕
き

）
8
（

　

恋
人
の
遊
女
の
裏
切
り
（
た
だ
し
景
清
の
場
合
は
、
阿
古
屋
が
裏
切
っ
た
と
思
い
込
む
）
を
描
く
と
い
う
点
や
、
碁
盤
で
敵
の
頭
を
攻
撃
す
る
と

い
う
点
な
ど
に
お
い
て
、
『
碁
盤
忠
信
』
は
『
出
世
景
清
』
と
類
似
し
て
お
り
、
信
多
説
は
首
肯
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
原
道
生
は
、
信
多
説
を
承
け
つ
つ
、
『
出
世
景
清
』
の
当
該
場
面
に
つ
い
て
、
先
行
作
の
『
碁
盤
忠
信
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
趣
向
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
古
浄
瑠
璃
『
碁
盤
忠
信
』
の
趣
向
の
踏
襲
に
加
え　

稿
者
注
）
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
を
あ
し
ら
っ
た
セ
リ
フ
を
景
清
に
い
わ
せ
る
と
い
う

脚
色
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
に
は
、
構
想
・
修
辞
と
も
に
、
い
か
に
も
近
松
ら
し
い
機
知
の
働
き
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
認
め
ら
れ
る
に
相
違
な
い

）
9
（

。
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「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
と
は
、
盤
双
六
の
勝
負
の
際
に
筒
の
中
に
入
れ
て
振
り
出
す
、
二
つ
の
采
（
賽
子
）
の
目
の
呼
称
を
も
じ
っ

た
洒
落
（
次
節
で
詳
述
）
の
こ
と
で
あ
る
。
盤
双
六
で
は
、
そ
の
采
の
目
に
し
た
が
っ
て
、
二
人
の
対
戦
者
が
、
盤
上
の
黒
白
の
石
を
進
め

て
勝
負
を
競
う

）
10
（

。

　

さ
て
、
原
の
解
説
で
は
、
当
該
場
面
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
の
「
修
辞
」
な
ど
に
も
、
「
い
か
に
も
近
松
ら
し
い
機
知
の
働
き
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
に
相
違
な
い
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
先
行
作
の
古
浄
瑠
璃
『
碁
盤
忠
信
』
と
比
較
す
る
限
り
に
お

い
て
は
、
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
は
、
目
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
出
世
景
清
』
以
後
の
近
松
の
浄
瑠
璃
に
も
秀
句
を
織
り
込

ん
で
観
客
の
笑
い
を
誘
う
場
面
が
し
ば
し
ば
見
え
る
こ
と

）
11
（

か
ら
、
「
い
か
に
も
近
松
ら
し
い
」
「
修
辞
」
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
当
該
場
面
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
に
つ
い
て
は
、
浄
瑠
璃
に
限
定
せ
ず
、
よ
り
広
く
『
出
世
景
清
』
創
作
当
時
の
近

松
周
辺
の
作
品
や
状
況
を
視
野
に
入
れ
て
注
釈
を
行
い
、
そ
の
上
で
、
そ
こ
に
凝
ら
さ
れ
た
工
夫
を
探
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
　
　
二
、
『
出
世
景
清
』
に
お
け
る
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」

　

ま
ず
、
『
出
世
景
清
』
に
お
け
る
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

前
節
に
引
用
し
た
（
2
）
の
傍
線
部
②
～
⑧
は
、
従
来
、『
出
世
景
清
』
の
注
釈
書
類
に
お
い
て
、
盤
双
六
（
以
下
、
特
に
必
要
が
な
い
限
り
「
双

六
」
と
称
す
）
に
関
連
す
る
用
語
を
も
じ
っ
た
秀
句
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
（
2
）
の
双
六
用
語
の
秀
句
に
つ
い
て
、
諸
注
の
説
を
示
す
。
（
2
）
の
修
辞
に
つ
い
て
触
れ
た
注
釈
書
類
は
、
管
見
の
限
り
次

の
通
り
で
あ
る
。
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Ａ　

山
田
美
妙
『
評
註
日
本
浄
瑠
璃
叢
書
』
三
（
明
法
堂
、
明
治
27
・
10
）

584
頁
頭
注

 

Ｂ　

饗
庭
篁
村
『
文
学
叢
書
巣
林
子
撰
註
』
（
東
京
専
門
学
校
出
版
部
、
明
治
35
・
6
）
32
頁
頭
注

 

Ｃ　

水
谷
不
倒
『
近
松
傑
作
全
集
』
二
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治
43
・
7
）
28
頁
頭
注

 

Ｄ　

藤
井
乙
男
『
近
松
全
集
』
第
二
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
大
正
14
・
7
）

619
頁
頭
注

 

Ｅ　

内
海
弘
蔵
、
物
集
高
量
『
新
釈
日
本
文
学
叢
書
第
二
輯
第
十
一
巻　

近
松
門
左
衛
門
集
』
（
日
本
文
学
叢
書
刊
行
会
、
昭
和
3
・
9
）
12
頁
頭
注

 

Ｆ　

黒
木
勘
蔵
校
注
『
近
松
名
作
集
上
』
（
有
朋
堂
書
店
、
昭
和
5
・
6
）
13
頁
頭
注

 

Ｇ　

高
野
正
巳
『
日
本
古
典
全
書　

近
松
門
左
衛
門
集
』
上
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
25
・
6
）

148
頁
頭
注

 

Ｈ　

守
随
憲
治
、
大
久
保
忠
國
『
日
本
古
典
文
学
大
系
50　

近
松
浄
瑠
璃
集
』
下
（
岩
波
書
店
、
昭
和
34
・
8
）
37
頁
頭
注
、

362
頁
補
注

 

Ｉ　

原
道
生
『
鑑
賞
日
本
の
古
典
16　

近
松
集
』
（
尚
学
図
書
、
昭
和
57
・
4
）
70
頁
注

 

Ｊ　

鳥
越
文
蔵
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
76　

近
松
門
左
衛
門
集
』
③
（
小
学
館
、
平
成
12
・
10
）
32
頁
頭
注

　

Ａ
～
Ｊ
の
注
釈
書
類
を
参
照
し
て
、
傍
線
部
②
～
⑧
に
関
す
る
従
来
の
説
を
、
次
に
整
理
し
て
お
く
。
基
本
的
に
は
、
複
数
の
注
釈
書

類
の
説
を
要
約
し
、
そ
の
説
を
載
せ
る
書
の
記
号
を
丸
括
弧
に
示
す
。

② 「
二
三
太
」
→
「
十
蔵
」
の
下
人
で
あ
る
の
で
、
十
の
半
分
で
あ
る
「
五
」
を
「
二
」
と
「
三
」
に
分
割
し
て
「
二
三
太
」
と
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
「
忙
中
の
一
戯
」
で
あ
る
（
Ｂ
Ｃ
）
。
双
六
の
二
個
の
采
の
目
が
「
二
」
と
「
三
」
で
あ
る
こ
と
を
掛
け
る
（
Ｈ

～
Ｊ
）
。
た
だ
し
、
双
六
で
は
「
三
二
」
と
言
う

）
12
（

（
Ｈ
Ｉ
）
。

③ 「
ど
う
」
→
双
六
の
采
を
振
る
「
筒ど

う

」
と
二
三
太
の
「
胴
」
を
掛
け
る
（
Ｈ
～
Ｊ
）
。
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④ 「
で
つ
く
」
→
「
で
つ
ち
」
と
同
音
の
文
飾
（
Ａ
）
。
双
六
の
二
個
の
采
の
目
が
い
ず
れ
も
「
五
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「
重で

つ

く五
」
と
「
で

つ
く
り
と
（
＝
ど
っ
し
り
と
、
し
っ
か
り
と
）
」
を
掛
け
る
（
Ｂ
～
Ｊ
）
。

⑤ 「
で
つ
ち
」
→
双
六
の
二
個
の
采
の
目
が
い
ず
れ
も
「
一
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「
重で

つ

ち一
」
と
「
丁
稚
（
＝
若
者
の
卑
称
）
」
を
掛
け
る
（
Ｂ

～
Ｄ
、
Ｆ
～
Ｊ
）
。

⑥ 「
し
さ
う
」
→
双
六
の
二
個
の
采
の
目
が
「
四
」
と
「
三
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「
四し

さ

う三
」
と
「
～
し
そ
う
」
を
掛
け
る
（
Ｈ
～
Ｊ
）
。

⑦ 「
ぐ
し
〳
〵
」
→
双
六
の
二
個
の
采
の
目
が
「
五
」
と
「
四
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「
五ぐ

四し

」
と
「
ぐ
し
ぐ
し
（
＝
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
、
ぐ
に
ゃ

ぐ
に
ゃ
）
」
を
掛
け
る
（
Ｂ
～
Ｊ
）
。

⑧ 「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
→
双
六
の
二
個
の
采
の
目
が
「
五
」
と
「
二
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「
五ぐ

二に

」
と
諺
「
愚
人
夏
の
虫
」
を
掛
け
る

（
Ｄ
、
Ｈ
～
Ｊ
）
。

　

さ
て
、
上
記
の
通
り
、
明
治
の
注
釈
書
Ｂ
の
段
階
よ
り
、
双
六
用
語
の
秀
句
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
、
Ｈ
以
降
、
そ
の
指
摘
は
、
よ

り
充
実
し
て
い
る
。
④
～
⑧
に
そ
れ
ぞ
れ
掛
け
ら
れ
て
い
る
「
重で

つ

く五
」
、
「
重で

つ

ち一
」
、
「
四し

さ

う三
」
、
「
五ぐ

四し

」
、
「
五ぐ

二に

」
と
い
う
采
の
目
の
呼
称

に
つ
い
て
は
、
『
日
葡
辞
書
』
（
慶
長
八
年
［
一
六
〇
三
］
刊
）
な
ど
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
双
六
に
お
け
る
二
つ
の
采
の
目
の
組
み
合
わ
せ
の
呼

称
で
あ
る
こ
と
が
載
る

）
13
（

。

　

ま
た
、
『
男
重
宝
記
』
巻
之
三
（
苗
村
常
伯
、
元
禄
六
年
［
一
六
九
三
］
刊
）
の
「
○
双
六
に
つ
か
ふ

詞
こ
と
ば

字し

」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
采
の
目
の

組
み
合
わ
せ
や
双
六
の
道
具
の
呼
称
を
中
心
に
、
双
六
に
関
わ
る
用
語
が
集
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
「
蒸む

し

」
と
い
う
語
が
見
え
る

）
14
（

。

上
記
の
注
釈
書
類
で
は
指
摘
が
な
い
が
、
⑧
の
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
の
「
む
し
」
も
ま
た
、
こ
の
双
六
用
語
の
「
蒸む

し

」
を
掛
け
た
秀

句
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
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さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
男
重
宝
記
』
巻
之
三
に
「
○
双
六
よ
り
出
た
る
詞
」
と
し
て
、
「
一
、
小
者
を
二
才
と
い
ふ
よ
り
、
重で

つ

ち一
と

い
ふ
名
出
た
り
。
（
中
略
）
一
、
重で

つ
く
り五

と
し
た
。　

一
、

重
ぢ
や
う

六ろ
く

か
く
（
＝
采
の
目
が
い
ず
れ
も
「
六
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「

重
ぢ
や
う

六ろ
く

」
に
「
丈
六
［
＝

あ
ぐ
ら
］
」
を
掛
け
る
。
稿
者
注

）
15
（

）
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

語
源
説
の
当
否
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
見
え
る
小
者
＝
「
丁
稚
」
と
「
重で

つ

ち一
」
と
の
関
わ
り
や
、「
重で

つ
く
り五

と
し
た
」
と
い
っ
た
表
現
に
は
、

『
出
世
景
清
』
の
④
や
⑤
の
秀
句
と
共
通
し
た
発
想
が
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
男
重
宝
記
』
の
事
例
か
ら
、『
出
世
景
清
』
に
お
け
る
「
采

の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
類
例
を
見
出
せ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

事
実
、
近
世
後
期
の
考
証
随
筆
で
あ
る
『
柳
亭
記
』
巻
之
上
や
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
之
四
下
、
ま
た
、
近
代
の
事
典
『
古
事
類
苑　

遊
戯
部
』

「
遊
戯
部
一　

双
六
」
を
は
じ
め
と
す
る
近
現
代
に
お
け
る
盤
双
六
の
研
究
に
お
い
て
、
双
六
用
語
を
も
じ
っ
た
秀
句
な
ど
が
諸
資
料
を
挙

げ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
近
世
の
考
証
随
筆
や
近
現
代
の
双
六
研
究
で
は
、
管
見
の
限
り
、
何
故
か
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」

は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
近
松
研
究
に
お
い
て
も
、
『
出
世
景
清
』
に
関
す
る
先
行
研
究
や
注
釈
書
類
を
見
る
限
り
、
近
世
の
考
証

随
筆
や
近
現
代
の
双
六
研
究
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
と
、
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
を
関
連
づ
け
て
論
じ

た
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
近
松
研
究
の
立
場
か
ら
、
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
に
つ
い
て
、
諸
資
料
に
見
え
る
双
六
用
語
の
秀

句
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
そ
の
注
釈
を
再
考
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
三
、
双
六
用
語
の
秀
句
の
流
行
と
『
出
世
景
清
』

　

本
節
で
は
、
次
に
挙
げ
る
ａ
～
ｆ
の
参
考
文
献
を
参
照
し
、
近
世
初
期
～
貞
享
頃
（
『
出
世
景
清
』
と
同
時
期
）
の
双
六
用
語
の
秀
句
が
見
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出
せ
る
諸
資
料
の
中
か
ら
、『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
の
注
釈
に
際
し
て
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
引
用
し
た
。

 

ａ　

 

柳
亭
種
彦
『
柳
亭
記
』
巻
之
上
「
双
六
を
う
つ
時
の
口
遊
並
追
ま
は
し
」
（
文
政
九
年
［
一
八
二
六
］
以
降
成
立
、
『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
一
期
〉
2
』

355

～
357
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
50
・
4
）

 

ｂ　

喜
多
村
筠
庭
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
之
四
下
（
文
政
十
三
［
一
八
三
〇
］
自
序
、
『
嬉
遊
笑
覧
（
二
）
』

365
～

370
頁
、
岩
波
書
店
、
平
成
16
・
2
）

 

ｃ　
『
古
事
類
苑　

遊
戯
部
』
「
遊
戯
部
一　

双
六
」
1
～
41
頁
（
神
宮
司
庁　

初
版
明
治
41
・
8
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
2
・
5
複
刻
）

 

ｄ　

小
野
武
雄
『
江
戸
の
遊
戯
風
俗
図
誌
』
「
第
二
章　

遊
戯
と
賭
博
」
所
収
「
双
六
の
遊
び
」
36
～
58
頁
（
展
望
社
、
昭
和
58
・
9
）

 

ｅ　

金
井
清
光
「
双
六
と
狂
言
」
（
『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
40
、
1
～
15
頁
、
平
成
4
・
12
）

 

ｆ　

増
川
宏
一
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
79
│

1　

す
ご
ろ
く
Ⅰ
』
第
八
章

270
～

286
頁
（
法
政
大
学
出
版
局　

平
成
7
・
7
）

　

以
下
の
各
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
ａ
～
ｆ
の
記
号
を
丸
括
弧
に
示
す
。
記
号
の
な
い
も
の
は
稿
者
が
追
加
し

た
も
の
で
あ
る
。
双
六
用
語
に
つ
い
て
は
傍
線
を
付
し
、
『
出
世
景
清
』
と
共
通
す
る
も
の
は
ゴ
チ
ッ
ク
に
し
た
。
丸
括
弧
に
秀
句
の
注
を

簡
単
に
入
れ
た
。
注
に
つ
い
て
は
、
各
資
料
に
注
釈
書
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
が
、
稿
者
が
付
け
た
も
の
も
あ
る
。
煩
雑

に
な
る
た
め
そ
の
区
別
は
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
、
解
説
を
加
え
た
。

1　

 

教
訓
書
『
若
衆
物
語
』
（
別
名
『
犬
た
ん
か
』
『
児
教
訓
』
）
（
伝
宗
祇
、
慶
長
［
一
五
九
六
～
一
六
一
五
］
古
活
字
版
と
明
暦
三
年
［
一
六
五
七
］

版
あ
り
）（
ａ
）
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［
双
六
の
勝
負
中
に
、
若
衆
同
士
が
血
気
に
は
や
っ
て
喧
嘩
に
及
ぶ
場
面
］
双
六
盤
に
取
向
か
ひ
。
刀
き
つ
は
に
押
回
し
石
立
て
采
を
取
る
よ
り

も
。
早
憎
体
に
利
口
し
て
。
石
の
差
引
荒
気
な
く
。
随
に
任
せ
て
石
走
り
。
た
が
ひ
に
心
一
六
（
采
の
目
「
一
六
」
と
「
大
き
く
違
う
」
意

を
掛
け
る
か
）
に
。
違
ふ
采
の
目
争
ひ
て
で
つ
く
（
采
の
目
「
重で

つ

く五
」
と
「
し
っ
か
り
」
の
意
を
掛
け
る
）
と
も
せ
ぬ
。
首
の
骨
。
で
う
ろ
く

寸
（
采
の
目
「
重で

う
ろ
く六

」
と
「
十
六
」
を
掛
け
る
） 

抜
き
上
げ
て
早
い
さ
か
ひ
を
し
そ
う
（
采
の
目
「
四し

さ

う三
」
と
「
～
し
そ
う
」
を
掛
け
る
）
な
る
。

是
か
や
ぐ
に
ん
（
采
の
目
「
五ぐ

二に

」
と
「
愚
人
」
を
掛
け
る
）
夏
の
む
し
（
双
六
用
語
「
蒸
」
と
「
虫
」
を
掛
け
る
）
。
火
に
入
よ
り
も
危
う
き

に
し
ら
け
と
言
は
ぬ
人
ぞ
な
き

）
16
（

。

　

本
資
料
は
、
連
歌
師
と
し
て
著
名
な
宗
祇
（
応
永
二
十
八
［
一
四
二
一
］
～
文
亀
二
年
［
一
五
〇
二
］
）
作
と
伝
え
ら
れ
る
教
訓
書
で
、
身
持
ち

の
悪
い
若
衆
を
戒
め
た
道
歌
と
な
っ
て
い
る
。
宗
祇
作
の
真
偽
は
不
明
で
あ
り

）
17
（

、
仮
託
の
可
能
性
も
あ
る
。

2　

仮
名
草
子
『
仁
勢
物
語
』
下
（
寛
永
十
六
、七
［
一
六
三
九
、一
六
四
〇
］
年
成
立
）（
ｂ
）

を
か
し
、
男
、
伊
勢
よ
り
返
て
上
り
け
る
に
、
大
淀
の
渡
に
て
、
伊
勢
の
賽
打
の
丁で

つ

ち稚
（
采
の
目
「
重で

つ

ち一
」
を
掛
け
る
）
に
云
ひ
掛
け
け
る
。

乞
目
打
つ
方
や
何
処
ぞ
賽
投
げ
て
我
に
教
へ
よ
行
き
て
打
た
な
ん

）
18
（

3　

和
泉
流
狂
言
『
双
六
』
（
『
狂
言
六
義　

抜
書
』
［
承
応
六
年
（
一
六
五
三
）
～
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
山
脇
和
泉
元
信
書
写
］
）（
ｅ
）

［
双
六
好
き
の
僧
が
、
双
六
の
名
人
九
郎
蔵
に
会
う
た
め
に
、
近
江
か
ら
関
東
に
下
る
。
僧
が
九
郎
蔵
の
塚
を
見
つ
け
て
落
胆
し
て
い
る
所
に
、
九
郎
蔵
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の
幽
霊
が
現
れ
、
双
六
勝
負
の
最
中
に
刃
傷
沙
汰
に
な
り
、
相
手
に
切
ら
れ
て
命
を
落
と
し
た
様
子
を
語
る
場
面
］
シ
テ
詞
（
前
略
）
や
が
て
喧
嘩
に

し
な
し
つ
ゝ
腰
の
刀
に
手
を
か
け
て
し
ゆ
ざ
ん
（
采
の
目
が
「
四
」
と
「
三
」
で
あ
る
時
の
呼
称
「
朱し

ゆ

三ざ
ん

」
と
「
朱
鞘
」
を
掛
け
る
）
ざ
ら
り
と

引
ん
抜
い
て
（
中
略
）
か
い
違
ふ
て
む
ん
づ
と
組
ん
で
で
つ
ち
（
采
の
目
「
重で

つ

ち一
」
と
、
打
ち
付
け
ら
れ
た
時
の
音
を
掛
け
る
）
と
土
に
打
つ

け
ら
れ
て　

五
六
（
采
の
目
「
五
六
」
と
「
五
寸
角
、六
寸
角
の
棒
」
を
掛
け
る
）
の
や
う
な
る
棒ば

う

撮さ
い

棒ば
う

に
て
さ
ん
微み

塵ぢ
ん

（
采
の
目
「
三さ

ん

一み
ち

」
と
「
散

微
塵
」
を
掛
け
る
か
）
に
打
付
ら
れ
て　

そ
の
ま
ゝ
爰
に
て
し
の
に
（
采
の
目
「
四し

の
二
」
と
「
死
に
に
」
を
掛
け
る
）
け
り
〳
〵
、
地
獄
を

住
み
か
と
し
さ
う
（
采
の
目
「
四し

さ

う三
」
と
「
～
し
そ
う
」
を
掛
け
る
）
ぞ
や　

ご
さ
う
（
采
の
目
「
五ご

さ

ん三
」
と
「
後
生
」
を
掛
け
る
）
を
助
け
て

た
び
給
へ　

ご
さ
う
を
助
け
て
た
び
給
へ
と
て
、
か
き
ふ
く
や
う
に
ぞ
失
せ
に
け
る

）
19
（

4　

貞
門
派
俳
諧
作
法
書
『
せ
わ
焼
草
』
第
一
巻
之
部
（
鬼
藤
皆
虚
編
、
明
暦
二
年
［
一
六
五
六
］
刊
）（
ａ
～
ｅ
）

双
六
之
話
（
中
略
）
ど
う
（
中
略
）
さ
ゞ
波
（
采
の
目
「
三
三
」
を
掛
け
る
）
や
志
賀
の
み
や
こ
（
中
略
）
ぐ
に
ん
（
采
の
目
「
五ぐ

二に

」
と
「
愚
人
」

を
掛
け
る
）
夏
の
む
し
（
双
六
用
語
「
蒸
」
と
「
虫
」
を
掛
け
る
）
ぐ
し
〳
〵
（
采
の
目
「
五ぐ

四し

」
と
「
ぐ
ず
ぐ
ず
」
の
意
を
掛
け
る
）
は
ら
の
た

つ
ば
か
り　

切
（
後
略

）
20
（

）

　

こ
こ
で
は
、
俳
諧
に
詠
み
込
む
用
語
の
参
考
と
し
て
、
「
双
六
之
話
」
と
題
し
て
双
六
用
語
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
も
「
ぐ
に

ん
夏
の
む
し
」
（
『
出
世
景
清
』
の
⑧
、
1
『
若
衆
物
語
』
参
照
）
が
見
え
、
こ
の
諺
が
、
双
六
用
語
を
二
種
読
み
込
ん
だ
秀
句
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
波
線
部
の
「
切
」
も
双
六
用
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

）
21
（

。
し
た
が
っ
て
、
前
節
の
注
釈
書
類
Ａ
～
Ｊ
で
は
指
摘
が
な
い
が
、
第
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一
節
（
2
）
の
景
清
奮
戦
場
面
の
傍
線
部
⑨
「
切
つ
て
」
も
双
六
用
語
を
取
り
入
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

5　

貞
門
派
俳
書
『
ゆ
め
み
草
』
第
二
「
納
涼
」
（
蔭
山
休
安
編
、
明
暦
二
年
刊
）

む
さ
る
ゝ
（
双
六
用
語
「
蒸
」
と
「
暑
さ
に
蒸
さ
る
る
」
を
掛
け
る
）
は
双す

ご

六ろ
く

月が
つ

（
「
双
六
」
と
「
六
月
」
を
掛
け
る
）
の
暑
さ
哉　
大
坂　

一
歩

）
22
（

6　

狂
歌
集
『
古
今
夷
曲
集
』
巻
第
九
（
生
白
庵
行
風
編
、
寛
文
六
年
［
一
六
六
六
］
刊
）

蔵
王
堂
の
前
に
て
小
者
の
花
を
折
け
れ
ば
、
主
な
る
も
の
の
「
神
木
な
る
を
」
と
て
打
ち
た
ゝ
き
け
る
を
み
て 

浄
治

476　

三
芳
野
の
花
を
お
り
は
（
双
六
用
語
「
折
羽
」
と
「
折
り
」
を
掛
け
る
）
の
で
つ
ち
（
采
の
目
「
重で

つ

ち一
」
と
「
丁
稚
」
を
掛
け
る
）
め
を
主

ぞ
打
ぬ
る
（
「
双
六
を
打
つ
」
と
「
丁
稚
を
打
つ
」
を
掛
け
る
）
丈
六
（
采
の
目
「
重で

う
ろ
く六

」
と
「
仏
像
の
高
さ
の
一
丈
六
尺
」
を
掛
け
る
）
の
堂

）
23
（

（
双

六
の
「
筒
」
を
掛
け
る
）（
ｂ
）

　

双
六
ず
き
な
る
人
の
「
さ
は
る
事
あ
り
て
久
し
く
ま
か
ら
ぬ
」
な
ど
消
息
し
け
る
返
事
に 

信
海

812　

双
六
の
さ
い
〳
〵
（
「
采
」
と
「
再
々
」
を
掛
け
る
）
ご
ざ
れ
で
つ
く
り
（
采
の
目
「
重で

つ

く五
」
と
「
ど
っ
し
り
」
の
意
を
掛
け
る
）
と
ゐ
す

は
る
床
を
お
り
は
（
双
六
用
語
「
折
羽
」
と
「
下
り
は
」
を
掛
け
る
）
し
つ
ゝ
も

）
24
（

7　

浮
世
草
子
『
好
色
一
代
男
』
巻
四
ノ
一
「
因
果
の
関
守
」
（
井
原
西
鶴
、
天
和
二
年
［
一
六
八
二
］
刊
）（
ｆ
）
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［
主
人
公
の
世
之
介
が
、
信
州
追
分
で
罪
人
に
間
違
え
ら
れ
て
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
］
暮
て
の
物
う
さ
明
て
の
淋
し
さ
、
塵
紙
に
て
細
工
に
双
六
の

盤
を
こ
し
ら
へ
、
二
六
・
五
三
と
乞
目
を
う
つ
内
に
も
、
「
そ
こ
を
き
れ
（
双
六
用
語
「
切
れ
」
と
「
罪
人
を
切
れ
」
を
掛
け
る
）
」
と
い
ふ
切き

る

の
字
こ
ゝ
ろ
に
懸
る
も
笑お

か

し
）
25
（

。

8　

咄
本
『
鹿
の
巻
筆
』
第
一
「
ば
ん
ど
う
や
才
介
」
（
鹿
野
武
左
衛
門
、
貞
享
三
年
［
一
六
八
六
］
刊
）（
ｃ
ｄ
ｆ
）

［
浅
草
新
寺
町
に
双
六
盤
、
采
、
筒
の
名
人
の
細
工
人
が
お
り
、
「
盤
」
と
「
筒
」
と
「
采
」
を
読
み
込
ん
だ
「
ば
ん
ど
う
や
才
介
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。

裏
藪
の
竹
を
切
っ
て
筒
を
作
っ
て
い
た
が
、
裏
藪
か
ら
竹
の
子
を
盗
ん
だ
者
が
い
た
の
で
、
才
介
は
怒
っ
て
弟
子
達
を
呼
び
つ
け
た
り
、
隠
居
に
尋
ね
た

り
し
て
詮
議
し
た
］

［
丁
稚
に
対
す
る
才
介
の
詮
議
］「
や
い
、
そ
こ
な
丁
稚
（
采
の
目
「
重で

つ

ち一
」
を
掛
け
る
）
め
は
知
ら
ぬ
か
」
。
（
中
略
）
［
で
く
介
（
采
の
目
「
重で

五く

」

を
掛
け
る
）
と
三
四
郎
（
采
の
目
「
三
四
」
を
掛
け
る
）
を
才
介
が
詮
議
し
た
時
の
両
人
の
言
い
訳
］「
（
前
略
）
た
と
ひ
胴
（
双
六
の
「
筒
」
を
掛
け
る
）

切
（
双
六
用
語
「
切
る
」
を
掛
け
る
）
に
な
り
ま
す
る
と
て
も
存
じ
ま
せ
ぬ
」
［
で
く
介
と
三
四
郎
に
対
す
る
、
才
介
の
さ
ら
な
る
詮
議
］「
（
前
略
）

た
ま
〳
〵
も
の
を
言
ひ
つ
け
て
も
、
ぐ
し
〳
〵
（
采
の
目
「
五ぐ

四し

」
と
「
ぐ
ず
ぐ
ず
」
の
意
を
掛
け
る
）
ば
か
り
ぬ
か
し
て
、
白
き
を
黒
（
双

六
の
石
の
色
と
「
白
を
黒
と
言
う
」
を
掛
け
る
）
と
争
ひ
て
も
争
わ
せ
ぬ
ぞ
。
ぐ
つ
と
も
ぬ
か
す
と
切
る
（
双
六
用
語
「
切
る
」
を
掛
け
る
）
ぞ

（
後
略
）
」
［
才
介
の
脅
し
の
言
葉
を
聞
い
た
三
四
郎
の
セ
リ
フ
］「
い
か
に
で
く
介
、
も
は
や
万
事
（
双
六
の
「
盤
」
を
掛
け
る
）
き
わ
ま
つ
た
。

此
上
は
ど
う
（
双
六
の
「
筒
」
を
掛
け
る
）
も
な
ら
ぬ
。
旦
那
む
し
〳
〵
（
双
六
用
語
「
蒸
」
と
「
ぐ
ず
ぐ
ず
」
の
意
を
掛
け
る
）
い
わ
し
や
れ
ば
、

是
非
な
し
。
（
後
略

）
26
（

）
」
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さ
て
、
1
～
8
の
事
例
か
ら
、
近
世
初
期
～
貞
享
頃
の
教
訓
書
、
仮
名
草
子
、
狂
言
、
俳
諧
、
狂
歌
、
浮
世
草
子
、
咄
本
な
ど
、
当
時

の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
に
、
双
六
用
語
の
秀
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
に
、
双
六
用
語
の
秀
句
が
流
行
し

て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
、
双
六
用
語
の
秀
句
の
流
行
の
中
に
、
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
事
例
の
内
、
1
教
訓
歌
『
若
衆
物
語
』
、
3
狂
言
『
双
六
』
、
そ
し
て
『
出
世
景
清
』
上
演
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
8
咄
本
『
鹿

の
巻
筆
』
な
ど
で
は
、
喧
嘩
、
立
ち
回
り
、
言
い
争
い
な
ど
、
緊
迫
し
た
場
面
で
の
双
六
用
語
の
多
用
が
見
ら
れ
、
『
出
世
景
清
』
と
の
類

似
が
う
か
が
え
る
。
特
に
、
1
教
訓
歌
『
若
衆
物
語
』
に
は
、「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
な
ど
、『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」

と
重
な
る
も
の
が
複
数
見
出
さ
れ
、
直
接
的
影
響
は
確
定
で
き
な
い
が
、
留
意
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
ａ
の
『
柳
亭
記
』
か
ら
、
種
彦
（
天
明
三
［
一
七
八
三
］
～
天
保
十
三
年
［
一
八
四
二
］
）
が
、
盤
双
六
を
打
つ
時
に
発
し
た
言
葉
遊

び
に
つ
い
て
回
顧
し
て
い
る
箇
所
を
引
用
し
て
お
く
（
傍
線
部
は
、
二
つ
の
采
の
目
の
呼
称
）
。

廃
れ
し
遊
び
は
双
六
な
り
。
予
幼
き
頃
も
双
六
を
打
つ
者
百
人
に
一
人
な
り
。
（
中
略
）
さ
て
双
六
を
ふ
る
と
き
の
口
遊す

さ

び
に
い
ふ
こ

と
あ
り
し
、
五ぐ

四し

を
ふ
れ
ば
五ぐ

四し

〳
〵
と
啼
く
は
深
山
の
時
鳥
。
三
六
な
れ
ば
三さ

ぶ

六
さ
つ
て
猿
眼
、
又
重で

五く

を
よ
す
る
時
さ
つ
と
散

れ
山
桜
、
五
は
桜
の
花
に
似
た
り
、
そ
れ
が
二
ツ
並
び
て
い
づ
る
は
桜
の
散
る
さ
ま
な
れ
ば
な
り
。
是
等
は
父
に
習
ひ
て
予
が
童
の

時
言
ひ
つ
ゝ
双
六
を
打
し
な
り
。
今
思
へ
ば
此
の
口
遊
び
は
古
き
事
な
り
（
ａ

355
頁
。
ｃ
ｄ
ｆ
で
も
引
用
あ
り
）
。

　

種
彦
の
時
代
に
は
、
盤
双
六
は
廃
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
父
か
ら
、
二
つ
の
采
の
目
の
呼
称
を
読
み
込
ん
だ
「
口
遊
び
」
を
習
っ
て
い

た
と
い
う
。
『
出
世
景
清
』
が
上
演
さ
れ
た
頃
、
つ
ま
り
、
十
七
世
紀
後
半
に
つ
い
て
は
、
上
記
7
、
8
の
事
例
な
ど
も
含
め
、
当
時
の
資

料
を
根
拠
に
「
ま
だ
雙
六
を
興
じ
る
人
達
が
多
く
、
勝
負
に
賭
け
る
の
も
通
例
で
あ
っ
た
」
（
ｆ

278
頁
）
と
さ
れ
て
い
る

）
27
（

。
種
彦
が
聞
き
伝
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え
た
よ
う
な
「
口
遊
び
」
も
十
七
世
紀
後
半
頃
の
人
々
に
は
馴
染
み
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
双
六
用

語
の
秀
句
が
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
に
お
い
て
流
行
を
見
た
と
い
え
よ
う
。

　

近
松
が
、
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
を
綴
っ
た
の
も
、
盤
双
六
の
「
口
遊
び
」
が
日
常
的
に
口
ず
さ
ま
れ
、
双
六
用

語
の
秀
句
が
流
行
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
近
石
泰
秋
は
、
近
松
以
前
の
古
浄
瑠
璃
に
も
、
金
平
浄
瑠
璃
の
立
ち
回
り
の
場
面
な
ど
に

秀
句
を
入
れ
る
事
例
は
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
多
く
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
浄
瑠
璃
に
お
け
る
秀
句
は
、
近
松
が
、
咄
本
や
談
林
俳

諧
な
ど
で
流
行
し
た
も
の
を
浄
瑠
璃
に
も
応
用
し
発
展
さ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る

）
28
（

。
小
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の

目
尽
く
し
の
秀
句
」
も
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
近
松
は
、
俳
諧
な
ど
に
お
け
る

秀
句
の
流
行
を
外
か
ら
眺
め
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

近
松
の
伝
記
研
究
な
ど
に
お
い
て
、
現
存
す
る
実
作
は
少
な
い
も
の
の
、
近
松
が
青
年
時
代
か
ら
俳
諧
や
狂
歌
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

）
29
（

。
し
た
が
っ
て
、
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
に
つ
い
て
は
、
近
松
が
親
し
ん
で
い
た
俳
諧
や

狂
歌
な
ど
で
も
見
ら
れ
た
双
六
用
語
の
秀
句
の
発
想
を
、
未
だ
秀
句
が
乏
し
か
っ
た
浄
瑠
璃
に
も
取
り
入
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、近
松
は
、当
時
流
行
し
て
い
た
双
六
用
語
の
秀
句
の
発
想
を
、単
に
浄
瑠
璃
に
取
り
入
れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
②
「
二
三

太
」
に
つ
い
て
、
十
蔵
の
下
人
で
あ
る
か
ら
半
分
の
「
五
」
を
分
け
て
「
二
三
太
」
と
し
た
り
（
注
釈
書
Ｂ
Ｃ
。
前
節
参
照
）
、
④
「
で
つ
く
」

と
⑤
「
で
つ
ち
」
が
頭
韻
を
踏
む
（
注
釈
書
Ａ
。
前
節
参
照
）
、
⑦
「
ぐ
し
〳
〵
」
と
⑧
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
が
頭
韻
と
脚
韻
を
踏
む
な

ど
、
言
葉
遊
び
や
語
り
の
リ
ズ
ム
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
実
は
、
『
出
世
景
清
』
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
に
は
、
さ
ら
な
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
次

節
で
指
摘
し
た
い
。
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四
、
双
六
の
「
じ
よ
ご
ん
」
・
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
と
幸
若
舞
曲
『
富
樫
』

　

本
節
で
は
、第
一
節
で
引
用
し
た
『
出
世
景
清
』
の
本
文
（
1
）
に
見
え
る
「
同
宿
達
に

①双
六
打
た
せ
じ
よ
ご
ん
し
て
こ
そ
ゐ
ら
れ
け
れ
。
」

の
傍
線
部
①
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
清
水
寺
の
同
宿
達
、
つ
ま
り
清
水
寺
の
僧
坊
の
法
師
達
に
双
六
の
「
助
言
」
を
す
る

景
清
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
景
清
の
姿
は
、先
行
作
の
舞
曲
や
古
浄
瑠
璃
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
景
清
の
「
助

言
」
に
つ
い
て
触
れ
た
注
釈
書
の
説
を
挙
げ
る
。
注
釈
書
Ｈ
（

361
、

362
頁
補
注
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
日
の
す
ご
ろ
く
と
は
ち
が
い
、
盤
の
上
に
黒
白
十
五
箇
ず
つ
の
石
を
並
べ
、
二
箇
の
采
を
筒
か
ら
振
り
出
し
て
、
そ
の
数
に
よ
り

石
を
相
手
の
領
内
に
進
め
、
早
く
送
り
終
え
た
方
を
勝
と
し
た
。
石
の
動
か
し
方
に
多
少
の
工
夫
を
要
し
、
助
言
の
余
地
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
双
六
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
後
に
双
六
盤
を
用
立
て
る
た
め
で
あ
る
。

　

近
世
の
双
六
指
南
書
な
ど
に
お
い
て
、
双
六
で
は
、
「
一
手
と
い
へ
ど
も
大
に
損
得
多
き
事
な
れ
ば
能
〳
〵
考
へ
つ
か
ふ
べ
し

）
30
（

」
（
『
双
六

錦
嚢
抄
』
序
、
文
化
八
年
［
一
八
一
一
］
刊
）
と
あ
り
、
双
六
の
勝
負
に
は
「
多
少
の
」
と
い
う
よ
り
は
、
相
当
の
「
工
夫
」
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
説
で
は
、
後
の
双
六
盤
を
持
っ
て
の
景
清
の
奮
戦
（
第
一
節
（
2
）
）
を
描
く
た
め
に
、
双
六
を
「
助
言
」

す
る
景
清
の
姿
を
描
い
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
景
清
に
よ
る
双
六
の
「
助
言
」
は
、
後
の
展
開
の
都
合
上
置
か
れ
た
も
の
と
い
う
解

釈
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
信
多
純
一
『
浄
瑠
璃
本　

出
世
景
清
』
（
解
説
10
頁
、
新
典
社
、
昭
和
47
・
4
）
（
以
下
、
「
注
釈
書
ｋ
」
と
す
る
）
で
は
、
双
六
の
「
助

言
」
の
用
例
と
し
て
、
舞
曲
『
富
樫
』
に
お
け
る
、
富
樫
が
双
六
の
「
助
言
」
を
す
る
場
面
の
文
辞
と
、
『
世
話
用
文
章
』
（
苗
村
常
伯
、
元

禄
五
年
［
一
六
九
二
］
刊
）
や
同
じ
著
者
の
『
男
重
宝
記
』
巻
之
三
に
見
え
る
「
双
六
之
詩
」
の
「
助じ

よ

言ご
ん

面つ
ら

を
撑は

つ
て
怒
り
堪
へ
難
し
（
後
略

）
31
（

）
」

を
挙
げ
て
い
る
。
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こ
こ
で
用
例
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、舞
曲
『
富
樫
』
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
は
じ
め
に
」
で
も
記
し
た
よ
う
に
、

『
出
世
景
清
』
は
、貞
享
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
東
大
寺
再
興
の
勧
進
を
当
て
込
ん
だ
浄
瑠
璃
で
あ
り
、謡
曲
『
大
仏
供
養
』
以
外
に
も
謡
曲
『
安

宅
』
な
ど
か
ら
の
換
骨
奪
胎
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
32
（

。
舞
曲
『
富
樫
』
も
ま
た
謡
曲
『
安
宅
』
と
同
様
、
弁
慶
が
安
宅
の

関
守
で
あ
る
富
樫
の
目
を
欺
く
た
め
に
、
東
大
寺
建
立
の
（
偽
の
）
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
る
作
品
で
あ
り
、
近
松
が
『
出
世
景
清
』
を
創
る

に
あ
た
り
、
舞
曲
『
富
樫
』
も
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
注
釈
書
ｋ
（
解
説
9
頁
）
で
は
、
『
出
世
景
清
』
初
段
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
場
」
の
大
仏
供
養
の
場
に
お
け
る
描
写
「
堂
の
高
さ

が
廿
丈
。
仏
の
御
丈
は
十
六
丈

）
33
（

」
の
用
例
と
し
て
、
舞
曲
『
富
樫
』
で
弁
慶
が
勧
進
帳
を
読
む
場
面
の
「
今
の
大
仏
殿
こ
れ
な
り
。
御
堂

の
高
さ
は
二
十
丈
、
本
尊
の
御
丈
十
六
丈

）
34
（

」
を
挙
げ
て
い
る
。
大
仏
の
「
御
丈
」
を
「
十
六
丈
」
と
す
る
こ
と
は
常
套
表
現
で
あ
る

）
35
（

が
、

大
仏
殿
の
御
堂
の
高
さ
「
廿
（
二
十
）
丈
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
出
て
く
る
例
は
、
管
見
の
限
り
、
『
出
世
景
清
』
の
他
に
は
舞
曲
『
富
樫
』

し
か
見
出
せ
な
い
。
近
松
が
、
謡
曲
『
安
宅
』
と
と
も
に
、
舞
曲
『
富
樫
』
も
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
で
、
舞
曲
『
富
樫
』
に
お
け
る
、
富
樫
が
双
六
の
「
助
言
」
を
す
る
場
面
を
改
め
て
引
用
し
て
み
る
。

（
都
を
追
わ
れ
た
義
経
一
行
が
山
伏
姿
で
加
賀
国
の
安
宅
の
関
を
越
え
よ
う
と
す
る
が
、
関
を
守
護
す
る
富
樫
が
そ
れ
を
阻
む
。
山
伏
姿
の
弁
慶
が
単
身

で
富
樫
の
城
に
潜
入
し
、
偵
察
し
よ
う
と
す
る
場
面
）

西
の
遠
侍
を
見
て
あ
れ
ば
、
富
樫
が
若
党
百
人
ば
か
り
並
居
て
、
蟇
目
刳
つ
た
り
、
矢
矧
ひ
だ
り
、
碁
、
将
棋
、
双
六
に
心
を
入
れ

た
る
と
こ
ろ
も
あ
り
。
着
座
を
見
て
あ
れ
ば
、
四

（
ア
）

十
ば
か
り
成
男
の
、
平
文
の
直
垂
に
、
烏
帽
子
の
座
敷
を
た
ぶ
〳
〵
と
上
げ
さ
せ
、

振ふ
ん

胴ど
う

に
か
ゝ
り
て
、
若
侍
に
双
六
打
た
せ
、
助じ

よ

言ご
ん

し
て
居
た
り
け
る
は
、
こ
れ
ぞ
此
国
の
富
樫
の
介
と
覚
え
て
あ
り
。
（
中
略
。
弁
慶
は

身
を
隠
そ
う
と
す
る
が
、
敵
に
怪
し
ま
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
熊
野
山
の
山
伏
と
し
て
名
乗
り
、
斎
料
を
請
う
）
富

（
イ
）

樫
、
こ
れ
を
見
て
、
持
つ
た
る

扇
に
て
畳
の
面
を
ち
や
う
ど
打
つ
て
、
「
あ
れ
を
見
よ
、
人
々
。
「
愚
人
、
夏
の
虫
、
飛
ん
で
火
に
入
」
と
、
よ
く
こ
そ
、
こ
れ
は
伝
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へ
た
れ
。
打
て
、
張
れ
、
搦
め
よ
、
差
縄
」
な
ん
ど
と
犇ひ

し

め
ひ
た
。
も
と
よ
り
武
蔵
、
我
が
身
の
上
と
は
知
れ
た
れ
ど
も
、
聞
か
ぬ

体
に
も
て
な
し
て
、
大
木
古
木
の
花
眺
め
、
空
嘯
ひ
て
ぞ
立
た
り
け
る
。
時
刻
も
移
さ
ず
、
富
樫
が
若
党
百
人
ば
か
り
、
真
黒
に
鎧
ひ
、

武
蔵
を
真
中
に
取
り
籠
め
た
り

）
36
（

。

　

傍
線
部
（
ア
）
に
は
、富
樫
が
双
六
の
筒
を
振
る
役
目
を
し
て
、若
侍
た
ち
に
「
双
六
」
の
「
助
言
」
を
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

前
述
の
「
双
六
之
詩
」
に
も
「
助
言
」
の
例
は
あ
り
、
傍
線
部
（
ア
）
だ
け
で
は
、
『
出
世
景
清
』
の
傍
線
部
①
と
の
直
接
的
な
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
傍
線
部
（
イ
）
に
、
敵
の
陣
地
に
や
っ
て
き
た
弁
慶
の
こ
と
を
、
富
樫
が
「
愚
人
、
夏
の
虫
、
飛
ん

で
火
に
入
」
と
、
諺
で
喩
え
て
い
る
セ
リ
フ
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
第
一
節
で
引
用
し
た
『
出
世
景
清
』
の
本
文
（
2
）
の
傍
線
部
⑧
に
お
い
て
も
、
無
謀
に
も
襲
い
か
か
っ
て
き
た
二
三
太

に
対
し
、景
清
が
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
を
連
ね
る
中
で
、同
じ
セ
リ
フ
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、景
清
が
双
六
を
「
助

言
」
す
る
姿
だ
け
で
な
く
、
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
と
い
う
諺
に
つ
い
て
も
、
舞
曲
『
富
樫
』
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
双
六
の
「
助
言
」

と
「
愚
人
夏
の
虫
」
が
セ
ッ
ト
で
出
て
く
る
例
は
、
管
見
の
限
り
、
舞
曲
『
富
樫
』
と
『
出
世
景
清
』
し
か
見
出
せ
て
い
な
い
。
ま
た
、

前
述
の
通
り
、
近
松
は
、
『
出
世
景
清
』
を
創
る
に
あ
た
り
舞
曲
『
富
樫
』
も
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
従
来
指
摘
を

見
な
い
が
、
近
松
は
、
舞
曲
『
富
樫
』
に
お
け
る
傍
線
部
（
ア
）
（
イ
）
の
富
樫
の
言
動
を
、
『
出
世
景
清
』
に
お
け
る
傍
線
部
①
、
傍
線

部
⑧
に
見
え
る
景
清
の
言
動
を
描
く
際
に
利
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
こ
で
、
舞
曲
『
富
樫
』
に
お
け
る
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と
い
う
セ
リ
フ
が
、
『
出
世
景
清
』
と
同
様
に
、
双
六
用
語
の
秀
句
で
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
第
三
節
で
挙
げ
た
1
『
若
衆
物
語
』
に
、「
愚
人
夏
の
虫
」
と
い
う
双
六
用
語
の
秀
句
（
「
愚
人
」

と
「
五ぐ

二に

」
、
「
虫
」
と
「
蒸
」
を
掛
け
る
）
が
見
ら
れ
た
。
『
若
衆
物
語
』
は
、
注
（
17
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
正
期
に
成
立
し
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
愚
人
夏
の
虫
」
と
い
う
双
六
用
語
の
秀
句
は
、
天
正
期
頃
に
は
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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舞
曲
『
富
樫
』
に
つ
い
て
は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
以
降
、
上
演
の
記
録
が
見
え
る

）
37
（

と
さ
れ
て
い
る
。
富
樫
の
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と

い
う
セ
リ
フ
も
、
双
六
を
打
っ
て
い
る
場
面
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
も
、「
打
て
」
な
ど
、
双
六
と
も
関
わ
る
言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
い
は
双
六
用
語
の
秀
句
と
し
て
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

）
38
（

。

　

た
だ
し
、
舞
曲
『
富
樫
』
の
作
者
（
不
明
）
が
、
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
を
双
六
用
語
の
秀
句
と
意
図
し
て
記
し
た
か
ど
う
か
は
余
り
問
題

で
は
な
い
。
『
出
世
景
清
』
第
二
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
近
松
は
、
古
浄
瑠
璃
『
碁
盤
忠
信
』
を
作
り
替
え
た
、

双
六
盤
を
持
っ
て
の
景
清
の
立
ち
回
り
に
、
当
時
の
俳
諧
や
狂
歌
な
ど
で
流
行
し
て
い
た
双
六
用
語
の
秀
句
を
浄
瑠
璃
に
取
り
入
れ
る
こ

と
を
構
想
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
明
暦
三
年
版
の
『
若
衆
物
語
』
（
第
三
節
1
参
照
）
を
読
ん
で
い
て
、
双
六
を
め
ぐ
る
若
衆
同
士
の
喧
嘩

の
場
面
で
、
「
愚
人
夏
の
虫
」
他
、
双
六
用
語
の
秀
句
が
連
ね
ら
れ
る
例
な
ど
も
ヒ
ン
ト
に
し
よ
う
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
東
大
寺
再
興
の
勧
進
を
当
て
込
む
と
い
う
観
点
か
ら
、
謡
曲
『
安
宅
』
や
、
同
じ
世
界
を
扱
う
舞
曲
『
富
樫
』

も
読
み
、
利
用
で
き
る
文
辞
や
趣
向
を
探
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
舞
曲
『
富
樫
』
の
中
に
、
近
松
は
、
富
樫
が

双
六
を
「
助
言
」
す
る
姿
と
、
弁
慶
に
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と
語
る
セ
リ
フ
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
富
樫
の
語

る
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
が
、
（
舞
曲
『
富
樫
』
の
作
者
の
意
図
は
ど
う
で
あ
れ
）
近
松
の
時
代
に
は
、
双
六
用
語
の
秀
句
と
し
て
頻
出
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
双
六
」
と
い
う
接
点
か
ら
、
富
樫
が
双
六
を
「
助
言
」
す
る
姿
と
、
弁
慶
に
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と
語
る
セ
リ

フ
を
、
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
に
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
景
清
の
語
る
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
と
い
う
セ
リ
フ
は
、
近
松
が
、
俳
諧
や
狂
歌
、
あ
る
い
は
、
『
若
衆
物
語
』
な
ど
に
お

け
る
双
六
用
語
の
秀
句
の
先
例
を
ヒ
ン
ト
に
す
る
と
と
も
に
、
舞
曲
『
富
樫
』
に
お
け
る
富
樫
の
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と
い
う
セ
リ
フ
を

も
重
ね
合
わ
せ
て
綴
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
で
は
、
近
松
が
、
舞
曲
『
富
樫
』
の
（
ア
）
（
イ
）
の
文
辞
を
『
出
世
景
清
』
に
利
用
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
、
次
に
考
え
て
み
た
い
。
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舞
曲
『
富
樫
』
の
富
樫
と
弁
慶
の
問
答
に
お
い
て
、弁
慶
が
「
さ
の
給
ふ
富
樫
殿
も
才
覚
廻
て
、弁
舌
の
明
ら
か
な
る

）
39
（

」
と
語
っ
て
い
る
。

富
樫
は
、
安
宅
の
関
の
守
護
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
も

）
40
（

、
ま
た
、
才
覚
が
回
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
若
侍
た
ち
に
双
六
の
「
助
言
」
を

す
る
の
に
相
応
し
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
富
樫
の
下
知
一
つ
で
、
百
人
の
若
党
が
弁
慶
を
捕
縛
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
統
率
力
を
持
つ
安
宅
の
関
の
守
護
、
富
樫
の
「
愚
人
、
夏
の
虫
、
飛
ん
で
火
に
入
」
と
い
う
セ
リ
フ
は
、
弁
慶
捕
縛
に
対
す
る

余
裕
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
双
六
用
語
の
秀
句
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
緊
迫
し
た
場
面
で
秀
句
を
言
っ
て

の
け
る
富
樫
の
才
知
も
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。

　

近
松
は
、
舞
曲
『
富
樫
』
よ
り
、
（
ア
）
（
イ
）
の
文
辞
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
以
上
の
よ
う
な
富
樫
像
を
景
清
に
投
影
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
清
水
寺
の
同
宿
達
に
双
六
の
「
助
言
」
を
す
る
姿
か
ら
は
、
舞
曲
『
景
清
』
か
ら
既
に
見
ら
れ
た
「
二

相
を
悟

）
41
（

」
る
（
『
出
世
景
清
』
第
一
）
と
い
う
景
清
の
才
知
あ
る
人
物
像
が
、
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
景
清
が
、
清
水
寺
の

同
宿
達
か
ら
信
望
を
得
て
、
指
南
役
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
観
客
に
想
像
さ
せ
る
。

　

た
と
え
ば
、
『
出
世
景
清
』
第
二
段
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
で
は
、
清
水
寺
の
律
師
覚
範
が
、
「
慈
悲
第
一
の
此
寺
に
て
信
心
の
行
者
を

む
な
し
く
討
た
せ
て
。
観
世
音
の
誓
願
は
い
か
な
ら
ん
。
防
げ
や
〳
〵
法
師
ば
ら
さ
ゝ
へ
よ
や
下
僧
共

）
42
（

」
と
下
知
す
る
と
、
三
十
余
人
の

荒
法
師
た
ち
が
「
命
を
お
し
ま
ず

）
43
（

」
景
清
に
参
戦
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
景
清
が
、
「
信
心
の
行
者
」
と
し
て
、
律
師
や
法
師
達

か
ら
信
望
を
得
て
、
厚
遇
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

近
松
は
、
富
樫
の
よ
う
に
、
双
六
の
「
助
言
」
を
す
る
景
清
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
平
家
の
残
党
で
あ
る
景
清
を
、
富
樫
の
よ
う
に
才

知
あ
り
、清
水
寺
に
お
い
て
は
、「
信
心
の
行
者
」と
し
て
人
々
の
信
望
を
得
る
よ
う
な
威
風
堂
々
と
し
た
人
物
と
し
て
造
形
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
景
清
が
双
六
の
「
助
言
」
を
す
る
場
面
は
、
注
釈
書
Ｈ
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
双
六
盤
を
出
す
都
合
上
の
み
で
置
か
れ
た
場

面
で
は
な
い
と
考
え
る
。
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ま
た
、
二
三
太
を
双
六
盤
で
一
撃
の
も
と
に
倒
し
た
景
清
の
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
（
傍
線
部
⑧
）
も
、
富
樫
の
場
合
と
同
様
に
、
六
波

羅
勢
や
十
蔵
主
従
と
の
対
戦
に
対
す
る
余
裕
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
並
々
な
ら
ぬ
勇
猛
さ
が
伝
わ
る
。
前
述
の
通
り
、富
樫
の
場
合
は
、「
愚
人
、

夏
の
虫
」
が
、
秀
句
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
確
証
は
な
い
が
、
景
清
の
場
合
は
、
緊
迫
し
た
場
面
で
、「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
だ
け
で
な
く
、

双
六
用
語
の
秀
句
を
次
々
と
連
ね
て
い
る
た
め
、
そ
の
才
知
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
語
り
の
醸
し
出
す
滑
稽
味
が
観
客
を
楽
し

ま
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
景
清
の
語
る
「
ぐ
に
ん
な
つ
の
む
し
」
は
、
『
出
世
景
清
』
創
作
当
時
流
行
し
て
い
た
双
六
用
語
の
秀
句
の
一
つ
で
あ

る
と
同
時
に
、
弁
慶
に
対
し
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と
語
る
富
樫
像
を
も
投
影
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
お
わ
り
に

　

小
稿
の
考
察
よ
り
、
『
出
世
景
清
』
第
二
段
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
に
お
け
る
景
清
の
セ
リ
フ
の
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
を
綴
る
に

あ
た
り
、
近
松
が
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
で
流
行
し
て
い
た
双
六
用
語
の
秀
句
の
発
想
を
浄
瑠
璃
に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
語
り

の
リ
ズ
ム
な
ど
に
も
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
舞
曲
『
富
樫
』
の
文
辞
を
利
用
し
て
、
富
樫
像
を

景
清
に
投
影
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
「
采
の
目
尽
く
し
の
秀
句
」
に
凝
ら
し
た
近
松
の
工
夫
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
先
行
作
で
あ
る
古
浄
瑠

璃
『
碁
盤
忠
信
』
の
立
ち
回
り
を
刷
新
し
て
、
勇
猛
な
だ
け
で
な
く
才
気
溢
れ
る
景
清
像
を
描
き
出
し
、
そ
の
秀
句
や
言
葉
遊
び
の
楽
し

さ
か
ら
、
観
客
の
笑
い
も
誘
う
立
ち
回
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
出
世
景
清
』
第
二
段
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
は
、
古
浄
瑠
璃
『
碁
盤
忠
信
』
、
東
大
寺
大
仏
再
興
と
ち
な
み
の
あ
る
舞
曲
『
富
樫
』
、
そ

し
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
双
六
用
語
の
秀
句
の
流
行
と
い
っ
た
、
『
出
世
景
清
』
創
作
当
時
の
近
松
周
辺
の
作
品
や
状
況
が
、
幾
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重
に
も
交
差
し
た
と
こ
ろ
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
注
釈
書
類
や
先
行
研
究
の
比
較
的
充
実
し
た
『
出
世
景
清
』
に
つ
い
て
も
、
作
品
創
作
当
時
の
近
松
周
辺
の
作
品
や
状

況
を
視
野
に
入
れ
て
、
従
来
の
注
釈
を
再
考
す
る
余
地
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
考
察
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
近
松
の
工
夫
を
新
た
に
発

見
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

注（
1
） 

信
多
純
一
「
『
出
世
景
清
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
初
出
『
国
語
国
文
』
28
│

6
、
昭
和
34
・
6
、
『
近
松
の
世
界
』

427
～

454
頁
、
平
凡
社
、
平
成
3
・

7
）
（
以
下
「
信
多
論
文
Ⅰ
」
と
す
る
）
。
な
お
、
こ
の
競
演
に
関
す
る
論
文
に
、
大
橋
正
叔
「
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
貞
享
二
年
」
（
近
松
研
究
所
十
周

年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
近
松
の
三
百
年
』
15
～
32
頁
、
和
泉
書
院
、
平
成
11
・
6
）
、
信
多
純
一
「
大
橋
正
叔
氏
「
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
貞

享
二
年
」
批
判
」
（
『
近
松
の
三
百
年
』
33
～
47
頁
）
、
阪
口
弘
之
「
竹
本
義
太
夫
│
道
頓
堀
興
行
界
の
戦
略
」
（
『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
47

│

6
、

116
～

120
頁
、
平
成
14
・
5
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
） 

前
掲
注
（
1
）
信
多
論
文
Ⅰ
。

（
3
） 

饗
庭
篁
村
「
近
松
の
出
世
景
清
に
つ
き
て
」
（
『
雀
躍
』

267
～

271
頁
、
精
華
書
院
、
明
治
42
・
4
）
、
廣
末
保
「
近
世
悲
劇
へ
の
道
」
（
『
増
補
近
松
序
説
』

7
～
54
頁
、
未
来
社
、
第
一
版
第
一
刷
昭
和
32
・
4
、
第
二
版
第
一
刷
昭
和
38
・
9
）
な
ど
。

（
4
） 

前
掲
注
（
1
）
信
多
論
文
Ⅰ
、
信
多
純
一
「
『
出
世
景
清
』
責
め
場
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
│
『
牛
若
千
人
切
』
作
者
考
に
及
ぶ
│
」
（
注
（
1
）
前
掲

書
『
近
松
の
三
百
年
』
1
～
14
頁
）
な
ど
。
な
お
、
『
出
世
景
清
』
の
上
演
当
時
の
浄
瑠
璃
界
の
状
況
や
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
角
田
一
郎
「
貞
享
二

年
の
道
頓
堀
」
（
『
岩
波
講
座　

歌
舞
伎
・
文
楽　

第
8
巻　

近
松
の
時
代
』
3
～
18
頁
、
岩
波
書
店
、
平
成
10
・
5
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 『
近
松
全
集
』
第
一
巻
89
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
60
・
11
）
。
な
お
、
小
稿
に
記
す
『
出
世
景
清
』
第
二
段
の
各
場
の
名
称
は
、
同
書
66
頁
の
「
梗
概
」
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を
参
照
し
て
記
載
し
て
い
る
。

（
6
） 
注
（
5
）
前
掲
書
91
、
92
頁
。

（
7
） 
前
掲
注
（
1
）
信
多
論
文
Ⅰ
。

（
8
） 

原
本
消
失
。
『
新
群
書
類
従
』
第
九

661
、

662
頁
（
国
書
刊
行
会
、
明
治
40
・
6
）
。

（
9
） 

原
道
生
『
鑑
賞
日
本
の
古
典
16　

近
松
集
』
70
、
71
頁
（
尚
学
図
書
、
昭
和
57
・
4
）
。

（
10
） 

盤
双
六
の
歴
史
（
博
打
に
利
用
さ
れ
た
際
の
禁
令
な
ど
も
含
む
）
、
ル
ー
ル
、双
六
用
語
な
ど
に
つ
い
て
は
、第
三
節
に
挙
げ
た
ａ
～
ｆ
、中
村
忠
行
「
雙

六
攷
」
（
『
大
和
文
化
研
究
』
3
│

5
、
1
～
18
頁
、
昭
和
30
・
10
）
な
ど
参
照
。
近
世
に
お
け
る
盤
双
六
の
指
南
書
に
は
、
大
原
菊
雄
『
双
六
独
稽
古
』

（
文
化
八
年
［
一
八
一
一
］
刊
、
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
九
巻
「
遊
び
」

225
～

236
頁
、
三
一
書
房
、
昭
和
49
・
6
）
、
同
『
双
六
錦
嚢
抄
』
（
同

年
刊
、『
日
本
教
育
文
庫
衛
生
及
遊
戯
篇
』

672
～

689
頁
、同
文
館
、明
治
44
・
6
。
小
稿
で
は
、大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
の
文
政
十
年
［
一
八
二
七
］

版
を
底
本
と
す
る
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
松
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
も
、
大
坂
で
『
双
六
手
引
抄
』
（
延
宝
七
年
［
一
六
七
九
］
大
坂
天
神
橋
南
詰
旧

本
屋
七
右
衛
門
刊
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
、
「
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
て
公
開
、h

ttp://w
w

w
.afc.ryu

koku
.ac.jp/kich

o/top.h
tm

l

）

と
い
う
指
南
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

近
石
泰
秋
「
茶
利
・
落
ち
」
（
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究　

続
編
』

187
～

206
頁
、
風
間
書
房
、
昭
和
40
・
5
）
、
韓
京
子
「
近
松
浄
瑠
璃
に
お
け
る
滑
稽
の
趣
向
」

（
『
江
戸
文
学
30
【
特
集
】
近
松
』
28
～
40
頁
、
平
成
16
・
6
）
な
ど
。

（
12
） 

注
（
10
）
前
掲
書
『
双
六
独
稽
古
』
に
は
「
三さ

ん

に二
」
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
九
巻

233
頁
）
と
あ
る
。
た
だ
し
、
注
（
10
）
前
掲
書
『
双
六

手
引
抄
』
20
丁
表
に
は
「
二
三
」
の
例
も
見
え
る
。

（
13
） 

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
55
・
5
）
に
お
け
る
掲
載
頁
を
示
す
。
「
重で

つ

く五
」
（

183
頁
）
、
「
重で

つ

ち一
」
（

183
頁
）
、

「
四し

さ

う三
」
（

780
頁
）
、
「
五ぐ

四し

」
（

313
頁
）
、
「
五ぐ

二に

」
（

312
頁
）
。

（
14
） 『
第
二
期　

近
世
文
学
資
料
類
従　

参
考
文
献
編
17　

男
重
宝
記
』

122
頁
（
勉
誠
社
、
昭
和
56
・
8
）
。
「
蒸む

し

」
は
、
注
（
10
）
前
掲
書
『
双
六
錦
嚢
抄
』

に
頻
出
し
、「
む
り
に
む
さ
ん
と
し
て
荒
き
手
打
べ
か
ら
ず
」
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
、
2
丁
表
）
、「
敵
へ
と
ら
ゝ
る
時
は
む
し
に
逢を

う

形
な
り
」
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（
同
前
、
22
丁
裏
）
な
ど
と
見
え
る
。
相
手
方
の
石
を
追
い
詰
め
る
こ
と
。

（
15
） 
注
（
14
）
前
掲
書
『
第
二
期　

近
世
文
学
資
料
類
従　

参
考
文
献
編
17　

男
重
宝
記
』

126
頁
。

（
16
） 
池
田
廣
司
編
『
中
世
近
世
道
歌
集
』
37
、
38
頁
（
古
典
文
庫
、
昭
和
37
・
7
）
。

（
17
） 

識
語
に
「
此
一
帖
は
宗
祇
法
師
花
鳥
山
桜
殿
と
云
若
衆
に
近
付
、讃
送
り
給
し
と
也
」（
明
暦
三
［
一
六
五
七
］
年
刊
『
若
衆
物
語
付
西
明
寺
殿
百
首
』
、

東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
、
「
電
子
版
霞
亭
文
庫
」
に
て
公
開
、h

ttp://kateibu
n

ko.dl.itc.u
-tokyo.ac.jp/katei/in

dex_srch
.h

tm
l

）
と
あ
る
。

後
藤
丹
治
「
若
衆
や
女
房
を
教
訓
し
た
宗
祇
の
歌
│
若
衆
短
歌
と
児
教
訓
と
「
そ
う
き
の
た
ん
歌
」
と
│
」（
『
国
語
国
文
の
研
究
』
36
号
、49
～
64
頁
）
、

注
（
16
）
前
掲
書
解
題
（

229
～

231
頁
）
で
は
、宗
祇
作
と
い
う
説
を
否
定
し
な
い
立
場
で
あ
る
。
な
お
、『
月
庵
酔
醒
記
』（
一
色
直
朝
、天
正
期
［
一
五
七
二

～
一
五
九
二
］
頃
成
立
）
中
巻
に
、『
若
衆
物
語
』
の
前
半
部
が
引
用
さ
れ
て
お
り
（
大
谷
俊
太
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
、作
者
名
を
「
山
崎
宗
閑
」（
『
月

庵
酔
醒
記
（
中
）
中
世
の
文
学
』
44
頁
、
三
弥
井
書
店
、
平
成
20
・
9
）
と
す
る
。
天
正
期
に
は
『
若
衆
物
語
』
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
作
者
に

は
諸
説
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
『
月
庵
酔
醒
記
』
で
は
、
小
稿
で
引
用
し
た
双
六
に
関
わ
る
場
面
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
18
） 

前
田
金
五
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
90　

仮
名
草
子
集
』

205
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
40
・
5
）
。

（
19
） 

北
川
忠
彦
他
校
注
『
天
理
本
狂
言
六
義
（
下
巻
）
』
48
頁
（
三
弥
井
書
店　

平
成
7
・
5
）
。
稲
田
秀
雄
「
舞
狂
言
覚
書
│
職
能
民
と
草
木
虫
魚
│
」

（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
3
号
、
65
～
74
頁
、
平
成
9
・
3
）
で
は
、
『
天
正
本
狂
言
本
』
（
天
正
六
年
［
一
五
七
八
］
奥
書
）
の
目

録
の
み
に
見
え
る
「
く
ら
ふ
ざ
う
」
が
、
こ
の
狂
言
『
双
六
』
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
天
正
期
の
「
く
ら
ふ
ざ
う
」
の
段
階
か
ら
、
双
六
用

語
の
秀
句
が
見
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
狂
言
『
双
六
』
は
、『
双
六
僧
』
と
い
う
題
で
、『
狂
言
記
拾
遺
』
巻
五
（
享
保
十
五
年
［
一
七
三
〇
］

刊
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
稲
田
論
文
参
照
）
。

（
20
） 

米
谷
巌
編
・
解
説
『
せ
わ
焼
草
』
47
、
48
頁
（
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
51
・
3
）
。
な
お
、
鈴
木
棠
三
『
新
版
こ
と
ば
遊
び
辞
典
』

1070
～

1072
頁
（
東
京
堂

出
版
、
昭
和
56
・
11
）
に
、
『
せ
わ
焼
草
』
所
載
の
双
六
用
語
に
つ
い
て
解
説
が
あ
る
。

（
21
） 

注
（
10
）
前
掲
書
『
双
六
独
稽
古
』
に
も
「
端
石
（
＝
盤
の
端
に
置
い
た
石　

稿
者
注
）
を
取
る
を
切
と
い
ふ
也
」
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』

第
九
巻
「
遊
び
」

230
頁
）
と
あ
る
。



『
出
世
景
清
』
第
二
段
「
清
水
寺
轟
坊
の
場
」
注
釈
再
考

25

（
22
） 

榎
坂
浩
尚
校
注
『
古
典
俳
文
学
大
系
3　

談
林
俳
諧
集
一
』
54
、
55
頁
（
集
英
社
、
昭
和
46
・
9
）
。

（
23
） 
高
橋
喜
一
、
塩
村
耕
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
61　

七
十
一
番
職
人
歌
合　

新
撰
狂
歌
集　

古
今
夷
曲
集
』

326
頁
（
岩
波
書
店
、
平
成
5
・
3
）
。

（
24
） 
注
（
23
）
前
掲
書

409
頁
。

（
25
） 

板
坂
元
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
47　

西
鶴
集　

上
』

109
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
32
・
11
）
。

（
26
） 

小
高
敏
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

100　

江
戸
笑
話
集
』

163
、

164
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
41
・
7
）
。

（
27
） 

近
松
と
と
も
に
歌
舞
伎
を
合
作
し
た
歌
舞
伎
役
者
金
子
吉
左
衛
門
（
一
高
）
の
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
日
記
（
和
田
修
「
〈
資
料
翻
刻
〉
金
子

吉
左
衛
門
関
係
元
禄
歌
舞
伎
資
料
二
点
［
元
禄
十
一
年
日
記
］
」
、
鳥
越
文
蔵
編
『
歌
舞
伎
の
狂
言
』

401
～

461
頁
、
八
木
書
店
、
平
成
4
・
7
）
の
三

月
十
一
日
、
同
十
二
日
（

411
頁
）
、
同
十
六
日
条
（

412
頁
）
に
、
金
子
が
知
人
と
双
六
を
打
っ
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
近
松
の
世
話
浄

瑠
璃
『
堀
川
波
鼓
』
下
之
巻
（
宝
永
四
年
［
一
七
〇
七
］
、
大
坂
竹
本
座
）
に
は
、
鼓
の
師
匠
が
、
景
清
と
同
様
、
双
六
盤
な
ど
を
武
器
に
戦
う
場
面

も
見
え
（
『
近
松
全
集
』
第
四
巻

543
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
61
・
3
）
、
元
禄
～
宝
永
頃
も
盤
双
六
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
の
作
品
に
も
、
双
六
用
語
の
秀
句
は
引
き
続
き
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
浮
世
草
子
『
好
色
産
毛
』
巻
二
ノ
四
「
出
来
分
別　

双
六
の

筒
は
よ
き
握
り
か
げ
ん
」
（
雲
風
子
林
鴻　

元
禄
六
～
八
年
［
一
六
九
三
～
一
六
九
五
］
頃
刊
）
（
『
天
理
図
書
館　

善
本
叢
書
和
書
之
部　

第
二
十
五

　

浮
世
草
子
集
一
』

409
、

410
頁
、
八
木
書
店
、
昭
和
49
・
5
）
な
ど
。

（
28
） 

注
（
11
）
前
掲
近
石
論
文

191
頁
、

199
頁
。

（
29
） 

森
修
「
近
松
門
左
衛
門
と
杉
森
家
系
譜
に
つ
い
て
」
（
初
出
『
国
語
国
文
』
27
│

10
、
昭
和
33
・
10
、
『
近
松
の
浄
瑠
璃
』
19
～
36
頁
、
塙
書
房
、
平
成

2
・
2
）
、
岡
田
利
兵
衛
「
近
松
と
そ
の
狂
歌
」
（
初
出
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
35
│

12
、
昭
和
45
・
10
、
『
岡
田
利
兵
衛
著
作
集　

Ⅲ　

西
鶴
・

近
松
・
伊
丹
』
46
～
62
頁
、
八
木
書
店
、
平
成
9
・
11
）
な
ど
参
照
。

（
30
） 

注
（
10
）
前
掲
書
『
双
六
錦
嚢
抄
』
初
丁
表
。

（
31
） 

注
（
14
）
前
掲
書
『
第
二
期　

近
世
文
学
資
料
類
従　

参
考
文
献
編
17　

男
重
宝
記
』

123
頁
。
こ
こ
で
は
書
き
下
し
た
。

（
32
） 

岩
崎
雅
彦
「
「
凱
陣
八
島
」
と
「
出
世
景
清
」
│
能
「
安
宅
」
の
摂
取
と
い
う
観
点
か
ら
│
」
（
『
芸
能
史
研
究
』

150
号
、
1
～
20
頁
、
平
成
12
・
7
）
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な
ど
参
照
。

（
33
） 
注
（
5
）
前
掲
書
74
頁
。

（
34
） 
麻
原
美
子
、
北
原
保
雄
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
59　

舞
の
本
』

387
頁
（
岩
波
書
店
、
平
成
6
・
7
）
。

（
35
） 

た
と
え
ば
、
『
平
家
物
語
』
巻
五
「
奈
良
炎
上
」
に
、
「
東
大
寺
は
、
（
中
略
）
聖
武
皇
帝
、
手
づ
か
ら
み
づ
か
ら
み
が
き
た
て
給
ひ
し
金
銅
十
六
丈
の

盧
舎
那
仏
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
32　

平
家
物
語　

上
』

383
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
34
・
2
）
と
あ
る
。

（
36
） 

注
（
34
）
前
掲
書

382
、

383
頁
。

（
37
） 『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻

449
頁
「
富
樫
」
の
項
（
福
田
晃
執
筆
、
岩
波
書
店
、
昭
和
59
・
7
）
。

（
38
） 

注
（
34
）
前
掲
書
脚
注
で
は
、
「
愚
人
、
夏
の
虫
」
と
い
う
富
樫
の
セ
リ
フ
が
双
六
用
語
の
秀
句
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
な
い
。

（
39
） 

注
（
34
）
前
掲
書

384
頁
。

（
40
） 

富
樫
が
双
六
の
筒
を
振
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
注
（
34
）
前
掲
書
脚
注
二
一
で
は
、
「
博
打
の
胴
元
に
な
っ
て
。
（
中
略
）
十
二
世
紀
前
半
頃
、

加
賀
国
国
衙
に
双
六
の
別
当
が
置
か
れ
、
双
六
打
が
統
括
管
理
さ
れ
て
い
た
（
加
能
史
料
四
、
戸
田
芳
実
）
。
こ
こ
の
記
述
は
そ
の
一
端
を
示
す
か
」

（
383
頁
）
と
あ
る
。
戸
田
芳
美
「
院
政
期
北
陸
の
国
司
と
国
衙
」
（
戸
田
芳
美
『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』
83
～

105
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成

2
・
11
）
な
ど
も
参
照
。
こ
の
脚
注
の
説
の
当
否
を
検
討
す
る
こ
と
は
小
稿
の
範
疇
を
越
え
て
い
る
の
で
、
今
回
は
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
41
） 

注
（
5
）
前
掲
書
71
頁
。

（
42
） 

注
（
5
）
前
掲
書
90
頁
。

（
43
） 

注
（
5
）
前
掲
書
91
頁
。

＊
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
、
仮
名
に
漢
字
を
当
て
、
ル
ビ
を
省
略
し
、
句
読
点
や
濁
点
を
加
え
る
な
ど
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
。
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（
付
記
）
小
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
二
回
生
対
象
の
必
修
科
目
「
基
礎
演
習
Ａ
・
Ｂ
」
に
お
け
る
受
講
生
諸
姉
の
発
表
（
平
成
24
～
26
年
度
）

を
基
に
、
正
木
（
山
﨑
）
が
調
査
・
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
）


